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巻頭
町長就任のごあいさつ
お知らせ
新規採用職員の紹介
お知らせ
29 年度　軽自動車税の納付について

連載
定住者の声　三戸 伸也さんご家族（豊平）
まちの話題
新庄小学校へ「はやし田」の太鼓など寄贈
きたひろを撮る
北広島町観光写真コンテスト入賞作品
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サンフレッチェ広島
森﨑　浩司アンバサダーが八重小学校へ

（22ページに関連記事）



　
今
回
の
町
長
選
挙
に
よ
り
、
再
び
北

広
島
町
の
舵
取
り
と
い
う
重
責
を
担
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん

の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
多
く
の
施
策
・
事
業
を

検
証
し
な
が
ら
、
全
力
で
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
２
月
に
は
、
本
町
の
憲
法
と
も

い
う
べ
き
「
北
広
島
町
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
」、
そ
し
て
、
10
年
間
の
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
２
次
北
広

島
町
長
期
総
合
計
画
」
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。
基
本
と
な
る
考
え
方
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
の
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
と
「
ひ
と
づ
く
り
」
を
大
切
に
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら

着
実
に
実
行
に
移
し
、
軌
道
に
乗
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

北広島町長　箕
み の

野　博
ひ ろ し

司

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
元
気

づ
く
り
推
進
事
業
」「
農
山
村
体
験
推

進
事
業
」「
ふ
る
さ
と
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
な
ど
は
、町
民
の
皆
さ
ん
の
参
加・

参
画
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
も

の
で
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
型
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
特
に
新
し
く
具
体
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
は
、「
担
い
手
大
学
の
設
置
」「
耕

作
放
棄
地
の
発
生
防
止
」「
利
用
し
や

す
い
ホ
ー
プ
タ
ク
シ
ー
の
実
現
」
の
３

点
で
す
。

　
人
口
・
経
済
が
縮
小
す
る
こ
れ
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
時
代
に
あ
っ

て
、
町
の
財
政
規
模
も
減
少
す
る
中
、

多
く
の
課
題
解
決
に
挑
戦
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
過
去
の

成
功
事
例
は
必
ず
し
も
通
用
し
な
い
時

代
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
こ
と

に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
、
住
民
自
治
と
い
う
基
本
的
な

考
え
方
を
持
っ
て
、
地
域
内
経
済
循
環

の
仕
組
み
づ
く
り
や
、
地
域
ご
と
（
旧

小
学
校
区
単
位
程
度
）
の
活
性
化
の
ビ

ジ
ョ
ン
（
計
画
）
づ
く
り
へ
の
支
援
を

進
め
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
全
体
の
画
一
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
住
民

や
地
域
の
自
発
性
に
基
づ
い
た
活
動
を

支
援
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
課
題

解
決
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
町
が
協
働
で
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

　

成
熟
化
社
会
を
迎
え
て
い
る
今
日
、

精
神
的
豊
か
さ
や
生
活
の
質
の
向
上
を

最
優
先
さ
せ
る
よ
う
な
社
会
が
求
め
ら

れ
、
若
者
を
中
心
に
田
園
回
帰
傾
向
が

大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
人

間
ら
し
い
生
活
が
求
め
ら
れ
、
農
村
地

域
が
光
り
輝
く
時
代
が
来
る
可
能
性
も

大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。
希
望
を
持
っ
て
進
め
て
い
く

こ
と
が
活
性
化
へ
の
第
一
歩
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
共
に

力
を
合
わ
せ
て
、
さ
ら
に
「
明
る
く
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
素
晴

ら
し
い
北
広
島
町
を
未
来
に
繋
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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◎
本
庁　

 

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
１
（
代
）

町
長

箕
野 

博
司

副
町
長

中
原 

健

危
機
管
理
監

五
反
田 

孝

榎 

正
治
・
伊
藤 

新

総
務
課

課
長 

古
川 

達
也

課
長
補
佐

　

    
植
田 

伸
二 

課
長
補
佐

　

    

矢
部 
芳
彦 

課
長
補
佐

　

    

上
田 

俊
則 

総
務
係

 （
課
長
補
佐
兼
務
） 

島
田 

英
樹
・
田
中 

貴
子
・
大
膳 

冬
希
・
原
田 

雄
二
・
隅
田 

好
則
（
課
付
）・

國
田 

千
鶴
（
課
付
）

行
政
管
理
係

 （
課
長
補
佐
兼
務
） 

原
田 

靖
久
・
坪
内 

聡
子
・
石
井 

佳
奈
・
加
藤 

祥
子

情
報
電
算
係

 （
課
長
補
佐
兼
務
） 

池
田 

直
哉
・
大
成 

純
一
郎
・
道
川 

和
樹
・
佐
伯 

雄
太
・
藤
井 

明
美

財
政
課

課
長 

信
上 

英
昭
指
導
検
査
監

　
　

 

土
井 

亮
三
財
政
係

係
長 

国
吉 

孝
治
久
次 

恭
子
・
溝
上 

正
義
・
田
中 

徹
・
奥 

裕
則 

管
財
契
約
係

係
長 

大
畑 

紹
子
齋
藤 

兼
治
・
岡
﨑 

創

企
画
課

課
長 

畑
田 

正
法
課
長
補
佐

　

    

近
藤 

貞
治 

地
域
振
興
係

 （
課
長
補
佐
兼
務
） 

田
中 

淳
之
・
吉
岡 

秀
樹
・
豊
田 

紘
志
・
岡
田 

真
菜

政
策
立
案
室

室
長 

芥
川
か
な
え
竹
下 

靖
彦
・
齋
藤 

栄
一

税
務
課

課
長 

浅
黄 

隆
文

所
得
係

係
長 
真
倉 

仁
司
洲
浜 

瑞
恵
・
大
内 

哲
治
・
藤
澤 

健
次
・
賴
岡 

智
樹

資
産
係

係
長 
頼
政 

孝
治
田
村 

智
行
・
国
吉 

朋
美
・
小
渕 

清
香
・
亀
田 

祥
吾

徴
収
対
策
係

係
長 
五
反
田 
篤
大
本 

恵
里
・
垣
谷 

英
一
・
清
水 

鉄
也
・
熊
本 

翔
平

町
民
課

課
長 

坂
本 

伸
次

課
長
補
佐

　

    

槇
原
ナ
ギ
サ

課
長
補
佐

　

    

迫
井 

一
深

住
民
係

（
課
長
補
佐
兼
務
） 
越
岡 

真
喜
子
・
向
井 

陽
介

国
保
年
金
係

（
課
長
補
佐
兼
務
） 
堀
亀 

志
津
江
・
小
林 

大
地

環
境
管
理
係 

係
長 

福
田 

透
江
丸
本 
江
里
子
・
伊
藤 

正
・
國
芳 

顕

所
長 

藤
吉 

数
磨
人
権
・
生
活
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

土
井 
孝
行

　
副
町
長

  

中な
か
は
ら原　

健け
ん

 
平
成
29
年
度

行
政
組
織
新
体
制

　
平
成
29
年
３
月
の
北
広
島
町
臨
時

議
会
に
お
い
て
、
副
町
長
及
び
各
委

員
会
委
員
の
選
任
と
任
命
に
つ
い

て
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
就

任
さ
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員

益ま
す
だ田　
英ひ

で
き樹

監
査
委
員

森も
り
わ
き脇　
誠せ

い
ご悟
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福
祉
課

（
福
祉
事
務
所
）

課
長
兼
所
長 

　
　
清
見 

宣
正   

課
長
補
佐

 　
　

 

芥
川 

智
成

課
長
補
佐

 　
　

 

植
田 

優
香  

地
域
福
祉
係

 （
課
長
補
佐
兼
務
）  

開
本 

美
由
紀
・
沖
野 

義
史　

 

生
活
福
祉
係

係
長 

中
川 

和
美
下
杉 

昌
樹
・
大
野 

裕
紀
・
掛
田 

仁
美

子
育
て
支
援
係 

（
課
長
補
佐
兼
務
）
森
川 

恭
子
・
水
野 

雅
美
・
宮
内 

有
香
・
前
迫 

航
平

芸
北
つ
く
し
保
育
園

園
長 

上
田 

澄
子
佐
伯 

幸
恵
・
川
本 

喜
美
代

所
長 

上
田 

早
苗

新
庄
保
育
所

佐
々
見 

博
子
・
上
田 

和
永
・
小
笠
原 

麻
美

所
長 

石
川 

瑞
枝

本
地
保
育
所

住
吉 

美
寿
津
・
吉
岡 

晶
子
・
大
上 

理
恵
・
奥
迫 

由
美
（
再
任
）

所
長 

住
田
千
代
花
南
方
保
育
所

片
桐 

裕
子
・
田
辺 

由
美
・
鳳
山 

直
美

 

川
戸
保
育
所

所
長 

安
本 

美
和
水
越 

季
美
子
・
津
賀
山 

有
紀

保
健
課

課
長 

福
田 

さ
ち
え
課
長
補
佐

 　
　

 

細
川 

敏
樹

健
康
増
進
係

係
長 

頼
政
ミ
ノ
リ
芳
田 

英
俊
・
佐
々
木 

理
沙
・
増
田 

斉
・
小
山 

奈
那
子
・
尾
藤 

里
穗
・

多
田 

誠
子
（
再
任
）

介
護
保
険
係

係
長 

細
居 

治 

和
泉 

智
子
・
道
川 

智
治

地
域
介
護
係

係
長 

門
出 

暁
子
宮
本 

真
里
・
迫
田 

智
恵
子
・
小
田 

千
里
・
竹
舛 

弥
生

芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

次
長 
萬
田 

晃
成

奥
田 

百
合
絵
・
岡
本 

正
恵

豊
平
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー　

次
長 

友
広 

慎
治 

雄
鹿
原
診
療
所

所
長 

東
條 
環
樹

宮
本 

す
ま
子
・
西
田 

智
絵
・
薮
谷 

真
由
美
・
酒
井 

裕
子
・
中
村 

裕
子
・

近
藤 

玉
江
・
石
部 

恵
美
子
・
雪
田 

和
也

八
幡
診
療
所

所
長 

亀
山 
和
也

原
田 

典
子

芸
北
歯
科
診
療
所
所
長 

木
村 

菜
穂
子

保
手
濱 

史
代

農
林
課

課
長 

落
合 

幸
治                                         

課
長
補
佐

　
　

 
滝
野 
修

課
長
補
佐　

　
　

 

小
椿 
治
之

課
長
補
佐　

　
　

 

宮
地 

弥
樹

農
業
振
興
係

（
課
長
補
佐
兼
務
） 

高
野 

さ
や
か
・
山
田 

歩
・
藤
堂 

崇
・
安
田 

圭
佑

農
地
調
整
係

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）（
課
長
補
佐
兼
務
）
大
内 

由
美
子
・
和
泉 

正
明
・
池
田 

真
未
・
多
川 

信
之
（
再
任
）

林
業
振
興
係

係
長 

村
竹 

明
治
越
間 

裕
貴
・
山
岡 

裕
磨

新
規
就
農
推
進
係
（
課
長
補
佐
兼
務
）
小
椿 

美
紀

商
工
観
光
課

課
長 

沼
田 

真
路 

商
工
振
興
係

係
長 

高
下 

雅
史
服
部 

昌
英
・
西
岡 

直
美

観
光
振
興
係

係
長 

辰
川 

勝
則
小
川 

康
貴
・
伊
藤 

絵
梨

建
設
課

課
長 

砂
田 

寿
紀
課
長
補
佐

　
　

  

川
手 

秀
則

管
理
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
田
中 

大
作
・
髙
木 

智
典

都
市
計
画
係

係
長 

出
廣 

美
穂
田
辺 

康
行

土
木
係

係
長 
藤
井 

尚
志
迫
田 

弘
志
・
藤
田 

一
秀
・
木
村 

隆
之
・
清
水 

幸
展

農
林
土
木
係

係
長 
門
出 
泰
典
岡
崎 

真
也
・
土
手 

浩
嗣

国
土
調
査
事
務
所

所
長 

林 

秀
治

所
長
補
佐

　
　
　
中
川 

俊
彦

 

石
川 

尚
・
片
岡 

英
昭
・
平
田 

俊
文

上
下
水
道
課

課
長 

中
川 

克
也
　

管
理
係

係
長 

細
居 

操

髙
田 

幸
治
・
大
塚 

和
典
・
清
水 

玲
香

工
務
係

係
長 

寺
川 

浩
郎
是
角 
健
二
・
石
川 

一
義
・
益
田 

祐
輔
・
藤
本 

健
悟
・
輪
田 

孔
俊
（
再
任
）

会
計
室

会
計
管
理
者
（
兼
会
計
室
長
） 

畑
田 

朱
美 

専
門
員 

中
祖 

和
史
梅
本 
孝
宏
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◎
議
会

議
会
事
務
局

事
務
局
長 

松
浦 

誠

田
辺 

五
月
・
佐
伯 

孝
之
（
再
任
）

◎
教
育
委
員
会

教
育
長

池
田 

庄
策

学
校
教
育
課

課
長 

石
坪 

隆
雄
課
長
補
佐河野 

通
之
学
校
総
務
係

係
長 

渡
邉 

雪
美
大
本 

賢
一
郎
・
大
畑 

直
也
・
三
宅 

正
登
（
再
任
）

学
校
指
導
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
柳
川 

崇
興
・
川
上 

貴
志

生
涯
学
習
課

課
長 

西
村 

豊 

課
長
補
佐

       

三
宅 

克
江

ふ
る
さ
と
夢
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
係
（
課
長
補
佐
兼
務
） 

井
口 

瑞
穂
・
沖
中 

満
春
・
落
合 

か
る
な
・
反
田 

賢
太
郎

文
化
振
興
係

係
長 

沢
元 

史
代
白
川 

勝
信
・
新
中 

達
也
・
佐
々
木 

直
彦
（
再
任
）

千
代
田
中
央
公
民
館

専
門
員 

池
田 

慶
子

北
広
島
町
図
書
館

佃 

千
賀
子

◎
芸
北
支
所　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
０
（
代
）

支
所
長

成
瀬 

哲
彦

次
長

益
田 

智
幸

次
長
補
佐

　
　

 
足
利 

英
彰

次
長
補
佐

　
　

 
佐
々
木 
新
十

地
域
振
興
係

係
長 

橋
坂 

知
佐
山
本 

一
久
・
浅
香 

潤
観
・
沖
田 

浩
二
・
藤
澤 

久
美
子
・
小
山 

渓
太

建
設
管
理
係

（
次
長
補
佐
兼
務
）
佐
々
木 

靖
・
松
若 

孝
亮
・
中
野 

真
弘
（
休
職
）

産
業
振
興
係

専
門
員 

山
本 

哲

淀
渕 

朱
美
・
折
本 

恵
美
子

◎
大
朝
支
所　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
２
１
１
（
代
）

支
所
長

清
水 

繁
昭

次
長

槙
野 

一
也

次
長
補
佐

　
　

 

竹
下 

秀
樹

地
域
振
興
係

係
長 

槇
本 

妙
子
上
田 

久
美
子
・
新
増 

栄
史
・
藤
田 

美
香
・
瀧
野 

友
裕
・
蔵
升 

美
菜

建
設
管
理
係

（
次
長
補
佐
兼
務
）
後
藤 

洋
治
・
田
津 

正
敏
・
齋
藤 

幸
司
（
再
任
）

産
業
振
興
係

係
長 

洲
浜 

正
文
新
谷 

明
彦
・
行
井 

秀
二

◎
豊
平
支
所　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
１
２
２
（
代
）

支
所
長

堂
原 

千
春

次
長

酒
井 

忠
典

次
長
補
佐

　
　

 

岩
見 

学　

次
長
補
佐

　
　

 

森 

孝
行

地
域
振
興
係

係
長 
熊
谷 

忠
明
亀
寶 

真
・
小
川 

友
里
江
・
山
縣 

宏
爾
・
笠
道 

百
合
子
・
三
上 

瑠
衣

建
設
管
理
係

（
次
長
補
佐
兼
務
）
山
本 

剛
志
・
池
松 

徹

産
業
振
興
係

（
次
長
補
佐
兼
務
）
河
野 

勝
暁
・
表
崎 

崇
樹
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◎
豊
平
病
院
（
医
療
法
人
齊
和
會 

派
遣　
※
町
か
ら
の
派
遣
職
員
に
つ
い
て
記
載
）　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
１
５
５　
☎
０
８
２
６
‐
８
４
‐
１
１
５
５

院
長

高
山 

孝
弘

副
院
長

診
療
部

（
院
長
兼
務
）

診
療
支
援
部

放
射
線
科

薬
剤
科

吉
永 

綾
一

臨
床
検
査
科

川
手 

砂
和
子

理
学
療
法
科

平 

健
蔵
・
藤
山
一
宏
・
佐
々
木 

裕
江

看
護
部

部
長 

国
原 

裕
二

病
棟
看
護
科

サ
ブ 

瀧
下 

満

山
本 

明
子
・
花
岡 

み
ち
子
・
矢
舖
田 

妙
子
・
村
上 

深
雪
・

松
田 

慶
子
・
小
濱 

賀
奈
与
・
松
本 

美
沙
子
・
紙
谷 

弥
生
・

小
蔦 

和
子
・
立
川 

敬
子

外
来
看
護
科

サ
ブ 

白
砂 

道
子
横
田 

妙
子
・
井
上 

幸
子
・
久
野 

と
も
え

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所

事
務
部

部
長 

佐
々
木 

靖
志

総
務
係

係
長 

藤
川 

弘
治

専
門
員 

竹
下 

直
紀

医
事
情
報
係

◎
北
広
島
町
消
防
本
部　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
１
１
９

消
防
長

石
井 
雅
宏

総
務
課

課
長 

日
田 
靖
成

総
務
係

係
長 

友
田 

秀
治
佐
田 

り
つ
こ
・
乙
田 

武
・
横
山 

愼
一
郎
・
有
間 

健
人
・

敷
本 

裕
二

消
防
課

課
長 

野
上 

正
宏

　
　

課
長
補
佐

　
　
加
藤 
孝
士

予
防
係

係
長 

有
田 

俊
一
中
尾 

正
人
・
田
上 

敬
明
・
須
々
木 

優
司

警
防
係

係
長 

立
川 

貢

今
本 

秀
智
・
大
下 

正
利
・
三
宅 

晃
貴

救
急
係

係
長 

箕
牧 

功
治
越
智 

義
宏
・
別
府 

泰
明
・
中
村 

兼
悟

通
信
指
令
係

係
長 

吉
田 

伸
也
東 

正
治
・
藤
井 

文
典
・
植
木 

亨
・
梅
木 

偉
久

◎
北
広
島
町
消
防
署

署
長

野
上 

正
宏

副
署
長

加
藤 

孝
士

本
署

　

 

隊
司
令

　

    

宗
下 

雅
弘
第
１
隊

隊
長 

友
田 

秀
治

隊
長 

箕
牧 

功
治
藤
井 

文
典
・
梅
木 

偉
久
・
越
智 

義
宏
・
須
々
木 

優
司
・

松
本 

和
也
・
三
宅 

晃
貴
・
乙
田 

武
・
栁
澤 

直
人
・

栗
栖 

裕
哉

隊
司
令

　

    

福
田 

雄
宏
第
２
隊

隊
長 

立
川 

貢

隊
長 

吉
田 

伸
也
東 

正
治
・
今
本 

秀
智
・
植
木 

亨
・
大
下 

正
利
・

中
村 

兼
悟
・
梶
川 

善
樹
・
山
岡 

健
吾
・
富
岡 

進
也
・

宮
本 

泰
徳

芸
北
出
張
所

　

所
長 

牧
原 

早
人
第
１
隊

副
所
長

　
　
笠
道 
宏
和
（
副
所
長
兼
務
）

花
木 

敏
彦
・
山
脇 

和
雄
・
曽
我
部 

誠
司

第
２
隊

（
所
長
兼
務
）

山
下 

稔
・
前
﨑 

貴
正
・
中
田 

貴
大

大
朝
出
張
所

所
長 

齋
藤 

幸
男
第
１
隊

副
所
長

　
　
瀧
川 

利
夫
（
副
所
長
兼
務
）

沖 

保
夫
・
中
村 

英
信
・
下
田 

宏
大

第
２
隊

（
所
長
兼
務
）

渡
辺 

肇
・
西
田 

聖
仁
・
平
河 

英
樹

豊
平
出
張
所

所
長 

松
本 

浩
二
第
１
隊

副
所
長

　
　
隅
田 

雅
之
（
副
所
長
兼
務
）

山
田 

徹
・
下
西 

幸
典
・
井
関 

秀
哉

第
２
隊

（
所
長
兼
務
）

渡
草 

孝
夫
・
栗
栖 

翼
・
沖 

直
和
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教職員の定期人事異動（北広島町教育委員会）
　平成 29 年度の北広島町内小中学校・共同調理場などの定期人事異動がありました。校長を中心
として町民の皆さんに信頼される学校づくりに努め、「安全文化の創造」「健やかな体」「豊かな心」

「確かな学力」をめざして、教育活動を展開していきます。
■小学校
地域 学校名 校長　(　) は前任校 教頭　(　) は前任校
芸北 芸北小学校 板倉 寿恵美 髙槻 雄志 （八重東小）

大朝 大朝小学校 山根 昌美 垰田 勝司
新庄小学校 寄実 富美枝 （安芸高田市立小田東小） 折口 一彦

千
代
田

川迫小学校 上本 美代子 （八重小） 多川 牧子
八重小学校 神川 義紀 立川 智子 （新庄小）

八重東小学校 栗栖 千賀子 出元 永子 （安芸高田市立刈田小）
壬生小学校 松島 尚志 谷川 佳万 （県教委）
本地小学校 仲野 泰二 （芸北中） 山城 美和

豊平 豊平小学校 佐々木 昭典 大下 朋子
■中学校
地域 学校名 校長　(　) は前任校 教頭　(　) は前任校
芸北 芸北中学校 山田 正彦 山岡 修一 （安芸高田市立高宮中）
大朝 大朝中学校 鎌田 義昭 佐々木 悟
千代田 千代田中学校 藤田 典生 森近 泰典
豊平 豊平中学校 久川 伸介 村本 勝彦 （廿日市市立大野中）
＊芸北中学校長は、芸北学校給食センター長を、大朝小学校長は、大朝学校給食共同調理場長を、
　豊平中学校長は、豊平学校給食センター長を兼務

退
任
（
３
月
31
日
付
）

空
田 

賢
治　
（
副
町
長
）

退
職
（
３
月
31
日
付
）

多
川 

信
之　
（
豊
平
支
所
長
）

藤
浦 

直
人　
（
農
林
課
長
）

佐
々
木 

直
彦
（
生
涯
学
習
課
長
）

藤
井 

泰
子

　
　

 （
豊
平
病
院
事
務
部 

部
長
補
佐
）

奥
迫 
由
美　
（
本
地
保
育
所
長
）

松
田 

順
正　
（
大
朝
支
所
次
長
）

奥
田 

淳
治　
（
総
務
課
長
補
佐
）

竹
本 

美
恵　
（
税
務
課
所
得
係
主
任
）

大
下 

裕
史

　
　

 （
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
主
任
）

徳
永 

大
志

　
　

 （
上
下
水
道
課
管
理
係
主
事
）

〈
消
防
〉

田
辺 

弘
司　
（
消
防
本
部 

消
防
長
）

大
坪 

司　

　
　

 （
消
防
本
部
総
務
課 

課
付
け
）

退
職

こ
の
た
び
、
次
の
職
員
が
退
職
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

退任式で職員へあいさつする空田副町長
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新規採用職員
紹介

4 月 1 日付で、11 人の職員を
新規採用しました。どうぞよろ
しくお願いします。

【所属・氏名・好きな言葉（手書き）・意気込み】

　北広島町をさらに住みやすい町
にし、周りから移り住んでもらえ
るような町にしたいです。

財政課
奥
お く

　裕
ひ ろ の り

則

　町民の方に、より快適に、より誇ら
しく思っていただけるためのまちづく
りを進めていくため、一生懸命職務に
取り組んでいこうと考えています。

税務課
賴
よ り お か

岡　智
と も き

樹

　地元北広島から離れて約７年間生活
していましたが、自然があり、生まれ
育った北広島で、今後は地方創生の一
助となれるよう精進いたします。

農林課
安
や す だ

田　圭
け い す け

佑

　地域の皆さまと一緒に、より良
い環境を創っていくためにも、誠
心誠意頑張ってまいります。

上下水道課
藤
ふ じ も と

本　健
け ん ご

悟

　常に感謝の気持ちを持って、町
民の皆さまのお役に立てるよう、
日々精進してまいります。

建設課
土

ど て

手　浩
こ う じ

嗣

8Public Relations Kitahiroshima
2017.5



　18 年間北広島町で生活し、多
くの方々にお世話になりました。
これからは恩返しをしていきます。

消防本部
有
あ り ま

間　健
け ん と

人

　北広島町の魅力を町内外問わず、多
くの方と共有していきたいと思ってい
ます。感謝の気持ちを胸に頑張ります。

福祉課
掛
か け だ

田　仁
ひ と み

美

　北広島町に帰ってきて２年近くが経
ちました。少しでも地域の方に寄り
添った仕事ができるよう頑張ります。

税務課
小
お ぶ ち

渕　清
さ や か

香

　事件、事故、災害などは起きないこ
とが一番ですが、起きた場合のための
準備、起こさないための準備をしてい
きたいと思います。

消防本部
横
よ こ や ま

山　愼
し ん い ち ろ う

一郎

　住民の方がより健康で自分らしく安
心した生活が送れるよう、サポートし
ていきたいと思います。気軽に相談で
きるような保健師になりたいです。

保健課
尾
お と う

藤　里
り ほ

穗

　町民の皆さまが安心して暮らせるよ
う、消防士としての自覚と責任を持ち、
日々成長していけるよう努力します。

消防本部
敷
し き も と

本　裕
ゆ う じ

二
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　区　分 税率（年額）

　原動機付自転車

　50㏄以下 ２，０００円

　50㏄超 90㏄以下 ２, ０００円

　90㏄超 125㏄以下 ２, ４００円

　ミニカーなど（50㏄以下） ３, ７００円

　二輪の軽自動車（125㏄超 250㏄以下） ３, ６００円

　二輪の小型自動車（250㏄超） ６, ０００円

　小型特殊自動車
　農耕作業用 ２, ０００円

　その他（ﾌｫｰｸﾘﾌﾄなど） ５, ８００円

　雪上車（総排気量が 660㏄以下のもの） ３, ６００円

平成29年５月１日（月）に、今年度の軽自動車税の通知を発送します
＜納付書＞
　�平成29年５月31日（水）までに指定の金融機関またはコンビニで納めてください。
＜口座振替＞
　�平成29年５月31日（水）に指定の口座から振り替えますので、残高をご確認ください。

平成27年４月１日以後に新規登録した車両は新税率が適用されます。
　平成 27 年３月 31 日までに新規登録した車両（初めて車両番号の指定を受けた車両）は、
登録後 13 年経過するまで、旧税率のままです。

初度検査年月から 13 年を経過した車両（電気軽自動車などを除く）は、経年重課の税率が
適用されます。今年度においては平成 16年３月以前に登録された車両が対象です。
　※ 車両の登録年数につきましては、所有されている車両の車検証の「初度検査年月」におい

てご確認ください。車両を所有されてから 13年ではありませんのでご注意ください。

　税率（年額）
初度検査年月 平成27年 3月以前（旧）平成 27年 4月以降（新） 平成 16年 3月以前

四輪

乗用
自家用 ７, ２００円 １０, ８００円 １２, ９００円

営業用 ５, ５００円 ６, ９００円 ８, ２００円

貨物
自家用 ４, ０００円 ５, ０００円 ６, ０００円

営業用 ３, ０００円 ３, ８００円 ４, ５００円

三輪 ３, １００円 ３, ９００円 ４, ６００円

原付、二輪自動車、小型特殊など

三輪、四輪の軽自動車

平成 29 年度 軽自動車税の納付について
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軽自動車
車種区分

　税率（年額）
（ア） （イ） （ウ）

四輪

乗用
自家用 ２, ７００円 ５, ４００円 ８, １００円

営業用 １, ８００円 ３, ５００円 ５, ２００円

貨物
自家用 １, ３００円 ２, ５００円 ３, ８００円

営業用 １, ０００円 １, ９００円 ２, ９００円

三輪 １, ０００円 ２, ０００円 ３, ０００円

　（ア）　電気自動車・天然ガス軽自動車（平成21年排出ガス10％低減）
　（イ）   乗　  用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ
　　　　　　　　　平成32年度燃費基準＋20％達成車
　　　　 貨 物 用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ
　　　　　　　　　平成27年度燃費基準＋35％達成車
　（ウ）   乗 　 用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ
　　　　　　　　　平成32年度燃費基準達成車
             貨 物 用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ
　　　　　　　　　平成27年度燃費基準＋15％達成車
　※(イ)、(ウ)については、揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とする軽自動車に限ります。
　※各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。

税情報
グリーン化特例
平成 28年度（H28.4.1 ～ H29.3.31）に新規取得した一定の環境性能を有する軽四輪など

について、その燃費性能に応じたグリーン化特例（軽課）が導入されています。

昨年度の軽自動車税が、上記のグリーン化特例に該当されていた方について、平成 29 年度は、
四輪貨物（自家用）5,000 円、四輪貨物（営業用）3,800 円、四輪乗用（自家用）10,800 円の
税額となります。これはグリーン化特例の適用が１年限りとなっているためです。
　よって、今年度（平成 29 年度）のグリーン化特例適用者の方は来年度（平成 30 年度）には
平成 27 年４月１日以後登録の税額になります。

平成 28年度にグリーン化特例により軽課対象だった方
グリーン化特例における減税は、１年限りの適用となっています

北広島町では、便利で安心な口座振替による納付を推進しています。
口座振替での納税を希望される方は、北広島町内の次の金融機関窓口でお申し込みください。
<口座振替取扱金融機関>
　　広島北部農業協同組合　広島市農業協同組合　広島銀行　もみじ銀行
　　広島市信用組合　山陰合同銀行　ゆうちょ銀行及び郵便局

納税には便利な口座振替をお勧めします

問税務課 所得係　IP ☎０５０－５８１２－１８５２
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軽自動車税の減免制度について

税情報

　軽自動車税には次のような減免制度があります。軽自動車をお持ちの方で次の要件に該当する
場合は、本人の申請によりその年度の軽自動車税の減免を受けることができます。
●平成 29年度の減免申請期限は５月 24日（水）です（期限厳守）
　下記必要書類をご持参のうえ、役場税務課または各支所地域振興係へ申請してください。
●平成 29年度の申請でもマイナンバーが必要です

お手続きの際には、マイナンバーカードなど、確認できるものをお持ちください。

■身体障害者などの方に対する減免
　　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、

精神障害者保健福祉手帳のいずれかの交付を
受けている方、あるいはその方と生計を一に
する方（もっぱら軽自動車を身体障害者の方
の輸送を目的として使用する場合）のうち、
下記等級表に該当する方。
　普通自動車などで既に減免を受けている場
合は該当しません（身体障害者１人につき１
台のみ）。

申請に必要な書類など
①印鑑
②納税通知書（届いている場合） 
③該当する車の車検証 
④運転者の運転免許証
⑤マイナンバー（通知）カード　
⑥ 身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手

帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれか
※ 既に減免の継続申請書を提出された方は

あらためて申請する必要はありません。

申請期限
5月24日（水）

区分 運転者 障害の程度
本人 家族または常時介護者

視覚障害 ２～４級 １～４級
聴覚障害 ２、３級
平衡機能障害 ３級
上肢不自由　※１ １、２級
下肢不自由　※１（移動機能） １～６級 １～３級
体幹不自由 １～３、５級 １～３級
心臓・じん臓・ぼうこう・直腸・小腸の
機能障害 １、３級

音声機能障害 ３級（喉頭摘出障害）
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 １～３級
肝臓機能障害 １～３級
知的障害者 A、Ⓐ
精神障害者 １級

軽自動車税　減免対象障害程度等級表（運転者によって該当範囲が変わります）

※１　乳児期以前の非進行性能病変による運動機能障害含む

問 税務課 所得係　IP ☎０５０－５８１２－１８５２
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�
私
た
ち
（
住
民
と
町
）
の
手
で
、
明
日
の
き
た
ひ
ろ
し
ま
を
創
る

　
「
北
広
島
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
知
ろ
う
！　
その２

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、「
協

働
」
が
不
可
欠
で
す
。
住
民
・
町
議

会
・
行
政
（
町
の
執
行
機
関
）
の
そ
れ

ぞ
れ
が
適
切
な
役
割
を
認
識
し
、
互
い

に
補
い
合
い
な
が
ら
、
協
力
し
て
地
域

の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
一
人
一
人
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
互
い
に
尊
重

し
合
い
な
が
ら
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
努
め
、
地
域
の
課
題
解

決
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

●
協
働
の
例

　
ま
ち
の
清
掃

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
参
加　
な
ど

　
住
民
は
、
町
政
に
関
す
る
情
報
を
知

る
権
利
と
参
画
す
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
有
効
に
活
用
し
、
主
体

的
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
参
画

す
る
際
は
、
自
ら
の
行
動
と
発
言
に
責

協
働
し
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

町
政
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

任
を
持
つ
こ
と
、
総
合
的
な
立
場
に
立

つ
こ
と
、
一
方
に
課
題
を
押
し
付
け
な

い
こ
と
が
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
う
え
で
重
要
と
な
り
ま
す
。

●
参
画
の
例

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
公
募
）

　
審
議
会
な
ど
へ
の
参
加

　
ま
ち
づ
く
り
意
見
箱

　
町
長
対
話
室
へ
の
参
加

　
町
政
懇
談
会
へ
の
参
加

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加　
な
ど

　
住
民
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権
利
を

持
つ
一
方
で
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に

伴
う
応
分
の
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
行
政
運
営
に
必
要
と
な
る
経

費
に
つ
い
て
、
住
民
は
負
担
を
分
か
ち

合
い
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

●
負
担
と
は

　
町
民
税
な
ど
の
税
、
分
担
金
、
使
用

料
、
手
数
料
な
ど
、
法
令
や
条
例
な
ど

に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
す
べ
て
の
負
担
を

意
味
し
ま
す
。

負
担
を
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う

住�民
主体的に町政に参画し、
まちづくりを進めます

町議会
住民の意思が町政に反映

されるよう努めます

行�政
住民の意思が反映された

町政運営を行います

参画　協働
情報
共有

●開かれた議会運営
●情報提供
●説明責任

●選挙
●町政参画 など

●選挙
●町政参画
●受益者負担
　　　　など

●サービス提供
●意思反映
●情報提供 など

●監視
●政策提言

●議案
●説明責任

問
企
画
課 

政
策
立
案
室

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６
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北広島町
定住者の声

北広島町に移り住んで
来られた方の体験談を

紹介します

　
今
月
は
、
豊
平
の
吉
木
地
区
へ
Ｕ
タ

ー
ン
し
て
家
業
の
酪
農
業
を
継
い
だ

三み

と戸 

伸し
ん
や也
さ
ん
と
ご
家
族
で
す
。

●
移
住
さ
れ
た
経
緯
は
？

　
カ
ッ
コ
よ
く
言
う
と
「
帰
っ
て
く
る

場
所
を
守
り
た
い
」
と
思
っ
た
ん
で
す

よ
ね
。
姉
と
弟
も
い
ま
す
が
、
誰
も
家

業
を
継
が
な
か
っ
た
ら
、
ふ
る
さ
と
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
親
が
元
気
な
う
ち
に
引
き
継
ぎ
を

し
て
お
き
た
か
っ
た
の
と
、
子
ど
も
が

学
校
に
上
が
る
前
に
…
と
い
う
の
が
あ

っ
た
の
で
、
一
昨
年
８
月
、
上
の
子
が

年
中
の
時
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
昔
は

閉
鎖
的
で
「
自
分
ら
に
合
わ
せ
ぇ
」
と

い
う
感
じ
だ
っ
た
け
ど
、
今
は
新
し
い

人
と
地
元
の
人
が
お
互
い
手
探
り
で
距

離
を
つ
か
も
う
と
し
て
い
る
感
じ
で
、

（
地
域
に
）
入
り
や
す
く
な
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
近
所
の
方
に

「
十
何
年
か
ぶ
り
に
子
ど
も
の
声
が
聞

こ
え
た
」
と
言
わ
れ
た
の
で
「
う
る
さ

く
て
す
み
ま
せ
ん
」
と
謝
っ
た
ら
、「
う

れ
し
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
あ

り
が
た
い
で
す
ね
。（
伸
也
さ
ん
）

　
帰
っ
て
く
る
前
に
遊
び
に
来
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
田
舎
ら
し
い
田
舎
で
い
い

な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
抵
抗
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
佐さ

ち

こ
知
子
さ
ん
）

●
移
住
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

　
学
生
時
代
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
し
て

い
た
ん
で
す
。
北
広
島
町
は
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
と
関
係
が
深
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
一
般
の
人
向
け
の
教
室
も
あ
る
み

た
い
で
う
れ
し
く
て
。
一
番
下
の
子
が

保
育
園
に
入
っ
た
ら
ま
た
始
め
た
い
で

す
。
雪
が
す
ご
い
積
も
る
の
も
、
大
変

だ
け
ど
楽
し
い
で
す
。（
佐
知
子
さ
ん
）

●
も
っ
と
○
○
だ
っ
た
ら
…
。

　
土
日
も
含
め
て
、
い
つ
で
も
子
ど
も

た
ち
が
集
ま
れ
た
り
、
雨
の
日
で
も
遊

べ
る
よ
う
な
場
所
が
あ
っ
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。
島
根
に
い
た
時
は
公
民

館
を
月
に
１
回
開
放
し
て
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
遊
ん
で
く
れ

て
ま
し
た
。
時
間
に
ゆ
と
り
の
あ
る
、

で
き
る
人
に
お
願
い
し
た
ら
い
い
と
思

う
ん
で
す
。

そ
れ
と
、

ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
増
や

し
て
ほ
し
い

な
と
い
う
希

望
も
あ
り
ま

す
。
ク
マ
が

い
て
危
険
だ

か
ら
親
が
付

き
添
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
で
す
け

ど
、
本
数
が
増
え
た
ら
家
の
前
ま
で
来

ら
れ
る
だ
ろ
う
し
、
親
の
負
担
が
減
る

の
か
な
と
。
ク
マ
対
策
も
、
き
ち
っ
と

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

●
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
へ

こ
れ
も
な
い
、
あ
れ
も
な
い
と
嘆
い

て
い
て
も
始
ま
ら
な
い
け
ど
、
前
向
き

【
役
場�

企
画
課
か
ら
の
お
願
い
】

① 

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
物
件
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

② 

「
定
住
者
の
声
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
ご
紹
介

く
だ
さ
い
！

問 

企
画
課 

地
域
振
興
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
２
６
‐
７
２
‐
５
２
４
２

E
-m

a
il sh

in
ko

u
@

to
w

n
. 

kitah
iro

sh
im

a.lg.jp

★
北
広
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
左
上
に
あ
る「
北
広
島
町 

定
住
情
報
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

北広島町　定住情報 検索

に
な
っ
て
、
自
分
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
て
み
た
ら
、
世
界
が
広
が
る
。

無
限
に
楽
し
め
ま
す
。
そ
れ
と
、
私
は

視
力
が
良
く
な
り
ま
し
た
！
（
佐
知
子

さ
ん
）

都
会
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
１
時
間
く
ら

い
っ
て
い
う
の
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
よ

ね
。
本
格
的
な
田
舎
を
楽
し
み
つ
つ
都

会
も
楽
し
め
る
の
が
、
豊
平
の
い
い
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。（
伸
也
さ
ん
）
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２
月
11
日
、
広
島
修
道
大
学
で
学
内

の
「
地
域
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
成
果
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
県
内
各
地

の
地
域
と
学
生
が
協
働
し
て
地
域
課
題

に
取
り
組
む
活
動
で
す
。平
成
28
年
度
、

芸
北
地
域
で
は
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
採
択
さ
れ
、
そ
の
１
つ
が
溝
口
地
区

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
か
ら
大
学
生
と
地
域
住
民
と
の

交
流
が
始
ま
り
、
10
回
以
上
来
町
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
「
海
外

観
光
客
を
呼
び
込
も
う
」
と
い
う
目
標

を
当
初
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
内

を
案
内
し
て
も
ら
い
、
話
を
重
ね
、
郷

集
落
支
援
員
だ
よ
り

土
料
理
を
教
え
て
も
ら
う
な
か
で
、
地

域
の
現
状
が
見
え
て
き
た
よ
う
で
す
。

「
人
を
呼
び
込
む
前
に
、
地
域
内
の
に

ぎ
わ
い
を
つ
く
り
た
い
」
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
と
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
若
い
人
材
が
地
域
に
飛
び
込

ん
で
活
動
で
き
る
よ
う
、
手
伝
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
芸
北
・
田た
な
か中 

真し
ん
じ次
）

　
２
月
24
日
、
芸
北
文
化
ホ
ー
ル
で
芸

北
の
協
力
隊
・
集
落
支
援
員
の
活
動
報

告
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
日
々
の
活
動

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
を
中
心

に
、
60
人
近
く
の
方
々
が
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

通
信

　

２
月
24
日
と
26
日
、
協
力
隊
・
集

落
支
援
員
の
活
動
報
告
会
を
行
い
ま

し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に

自
分
の
思
い
や
考
え
を
伝
え
る
場
を

設
け
て
い
た
だ
け
た
こ
と
で
、
自
分

自
身
も
じ
っ
く
り
と
振

り
返
り
が
で
き
ま
し
た
。 

　
昨
年
４
月
に
芸
北
へ
来

て
か
ら
１
年
。「
縁
も
ゆ

か
り
も
ゼ
ロ
な
土
地
」
で

あ
っ
た
芸
北
で
、
ふ
と
気

付
け
ば
「
こ
れ
は
き
っ
と

あ
の
人
が
く
わ
し
い
ぞ
」

「
あ
れ
は
あ
の
人
に
相
談

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

通
信

し
て
み
よ
う
」
と
考
え
る
自
分
が
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
多
く
の
人
に
出
会
い
、

支
え
て
い
た
だ
い
た
か
ら
、
そ
し
て
、

そ
れ
だ
け
「
そ
の
道
の
先
生
」
が
芸
北

に
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ

う
な
考
え
方
の
ク
セ
が
つ
い
た
の
だ
な

と
思
い
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
の
１
年

間
で
し
た
が
、
あ
っ
と
い

う
間
と
言
う
に
は
あ
ま
り

に
も
密
度
の
濃
い
日
々
を

過
ご
せ
ま
し
た
。
芸
北
で

の
経
験
す
べ
て
を
糧
に
し

て
、ま
た
前
に
進
み
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（

山や
ま
ぐ
ち口 

実み
さ
き咲
）

報
告
会
で
は
、
活
動
内
容
や
日
々
の

暮
ら
し
で
感
じ
て
い
る
こ
と
を
中
心
に

発
表
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、「
普
段
の
活
動
内
容

が
よ
く
わ
か
っ
た
」「
遠
い
と
こ
ろ
か

ら
き
て
親
身
に
な
り
地
域
の
こ
と
を
考

え
て
く
れ
て
い
る
。
苦
労
や
楽
し
い
こ

と
を
交
え
て
話
し
て
く
れ
て
よ
か
っ

た
」「
協
力
隊
を
配
置
し
て
ほ
し
い
取

り
組
み
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
、
感
想
・
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
り
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら

温
か
い
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
こ

の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
芸
北
・
吉よ
し
だ田 

紗た
え
こ子
）

芸
北
で
お
気
に
入
り
の
風
景

広島修道大学で行われた成果報告会の様子

会場からの質問に答えました
（左が吉田隊員、右が緑のふるさと協力隊の

山口隊員）
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健　
康
　
信
通

第145回

問 保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

楽しむ拠点コース
筋トレ、ウォーキング、球技などを楽しみます。
日時�毎週月曜日�午前9時30分～11時30分
会場�千代田運動公園体育館�
参加費�100円�

水の拠点コース
温水プールで水中ウォーキングなどを楽しみます。
日時�５月23日（火）�午後２時～３時
会場�千代田運動公園温水プールSuiSui
参加費�100円�
＊どなたでも参加できます。お誘い合わせ
　てお越しください。

毎
年
５
月
31
日
は
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が
定
め
る「
世
界
禁
煙
デ
ー
」

で
す
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
受
動
喫
煙
の
な
い

社
会
を
目
指
し
て
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
公

表
し
ま
し
た
。「
受
動

喫
煙
」
と
は
、
他
人

の
タ
バ
コ
の
煙
を
吸

わ
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

 ・肺がん　・虚血性心疾患　・脳卒中
 ・臭気、鼻への刺激感　　・小児喘息
 ・乳幼児突然死症候群【S

シ ッ ズ
IDS】

　（受動喫煙、妊婦の喫煙）

出典：��厚生労働省「たばこ白書」
　　���平成 28年 8月 31日　「喫煙と健康��
���������喫煙の健康影響に関する検討会報告書」

受動喫煙との関係が「確実」とされる
健康への影響 ５

月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す加

熱
式
タ
バ
コ
と
電
子
タ
バ
コ

最
近
、「
加
熱
式
タ
バ
コ
」
や
「
電

子
タ
バ
コ
」
を
使
っ
て
い
る
方
を
よ
く

見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
加
熱
式
タ
バ
コ
」
は
、
タ
バ
コ
の

葉
を
電
気
で
加
熱
し
ま
す
。「
電
子
タ

バ
コ
」
は
、
液
体
（
ニ
コ
チ
ン
リ
キ
ッ

ド
で
な
け
れ
ば
身
体
に
害
は
な
い
）
を

加
熱
し
ま
す
。
禁
煙
目
的
で
、
加
熱
式

タ
バ
コ
を
使
う
場
合
は
、
ニ
コ
チ
ン
を

含
み
ま
す
の
で
少
な
か
ら
ず
健
康
に
害

を
及
ぼ
し
ま
す
。

禁
煙
外
来
で
「
禁
煙
成
功
」
を

　

自
分
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、

ま
た
、
ご
家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
の
健

康
の
た
め
に
も
、「
禁
煙
」
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
医
療
機
関
の
禁
煙
外
来
で
健
康
保
険

な
ど
を
使
い
禁
煙
治
療
が
で
き
ま
す
。

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
の
チ
ェ
ッ
ク
、
一
酸

化
炭
素
濃
度
の
測
定
な
ど
、
診
察
を
受

け
て
、ぜ
ひ
禁
煙
に
成
功
し
ま
し
ょ
う
。

楽
し
く
運
動　
い
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
！

　

私
の
元
気
づ
く
り
体
験
記

　
元
気
づ
く
り
推
進
事
業
は
現
在
45
会

場
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
の
声

を
紹
介
し
ま
す
。中

原
元
気
ク
ラ
ブ

　  

道ど
う
も
と元

　
弘ひ
ろ
むさ
ん

私
は
、
先
に
参
加
し
て
い
た
妻

の
勧
め
で
、
中
原
元
気
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は「
体

操
に
参
加
す
る
」
と
い
う
こ
と
が

習
慣
に
な
っ
て
い
ま
す
。

集
会
所
に
集
ま
る
の
で
、
途
中

の
休
憩
時
間
で
は
、
テ
レ
ビ
番
組

の
話
題
か
ら
地
域
の
寄
合
の
日
時

の
確
認
ま
で
様
々
な
話
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
フ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
で
は
仕
事
の
汗
と
は
違
う
汗
を

か
き
、
笑
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

元
気
づ
く
り
体
操
を
始
め
て
、

仕
事
を
し
て
も
、
他
の
何
か
を
す

る
に
も
、
自
信
を
持
っ
て
、
活
発

に
動
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
よ
く
脚
立

に
登
れ
ま
す
し
、
作
業
後
の
疲
れ

方
も
軽
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

日
時　

５
月
29
日
（
月
）

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
千
代
田
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

※ 

予
約
不
要
で
す
。
血
圧
測
定
・
尿
検

査
・
体
組
成
測
定
を
し
ま
す
。

お
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
を
行
い
ま
す
！

　

適
塩
生
活
の
参
考

に
、
ご
家
庭
の
お
み
そ

汁
を
持
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る

月
一
健
康
相
談
を
開
催
し
ま
す
！
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こ
ん
に
ち
は
！

北
広
島
町
地
域
包ほ
う
か
つ括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
問 保健課　
地域介護係
IP☎１８５３

家
の
外
に
出
ら
れ
る
状
態
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
１
日
の
ほ
と
ん
ど
を
家
の
中

な
ど
で
過
ご
し
、
週
に
１
回
も
外
出
し

な
い
状
態
を
「
閉
じ
こ
も
り
」
と
言
い

ま
す
。
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
は
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
閉
じ
こ
も
り
の

状
態
が
続
く
と
、
活
動
量
が
少
な
く
な

り
、「
廃
用
症
候
群
」
を
招
く
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。「
廃
用
症
候
群
」
と
は
、

身
体
や
頭
を
使
わ
な
い
こ
と
で
起
こ
る

様
々
な
機
能
低
下
の
こ
と
で
、
次
の
よ

う
な
症
状
が
現
れ
ま
す
。

●�

運
動
機
能
低
下　
筋
力
が
低
下
し
た

り
、
関
節
が
動
き
に
く
く
な
り
、
転

び
や
す
く
な
り
ま
す
。

●�

心
肺
機
能
低
下　
立
ち
く
ら
み
や
息

切
れ
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

●�

消
化
機
能
低
下　
食
欲
が
落
ち
て
栄

養
状
態
が
悪
く
な
っ
た
り
、
便
秘
に

な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

●�

知
的
機
能
低
下　
も
の
忘
れ
な
ど
が

増
え
て
き
ま
す
。

お
げ
ん
き
カ
ル
タ

今
月
の
一
枚

　
閉
じ
こ
も
ら
ず
に
出
か
け
て
い
く

こ
と
は
、
良
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
！

ボ
ケ
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
春
の
陽
気
に
触
れ
、
人
に
も
触
れ
、

楽
し
く
元
気
に
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

閉
じ
こ
も
り
を
予
防
し
て
、
元
気
に
過
ご
そ
う

こ
れ
ら
の
症
状
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に

活
動
量
が
減
り
、
ま
す
ま
す
全
身
の
機

能
が
低
下
し
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に

つ
な
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。　

閉
じ
こ
も
り
に
な
ら
な
い
た
め
に

●
社
会
に
出
て
身
体
を
動
か
そ
う

地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

す
る
な
ど
、
社
会
と
接
点
を
持
ち
ま
し

ょ
う
。

●
家
の
中
で
役
割
を
持
と
う

家
事
、
庭
の
手
入
れ
、
家
計
管
理
な

ど
、
家
の
中
で
複
数
の
役
割
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

●
い
つ
ま
で
も
学
ぶ
心
を
忘
れ
ず
に

　

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
、

公
民
館
な
ど
の
講
座
に
参
加
す
る
な

ど
、学
ぶ
楽
し
さ
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う

　

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
で
、
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

「
元
気
お
届
け
事
業
」
で
は

講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す

　
老
人
ク
ラ
ブ
や
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き

サ
ロ
ン
な
ど
、
地
域
の
高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
集
う
場
に
専
門
職
が
出
向
き
、
健

康
学
習
や
健
康
体
操
を
一
緒
に
行
っ
て

い
ま
す
。
地
域
で
の
集
い
の
場
の
運
営

に
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「
元
気
お
届
け
事
業
」
の
講
師
派
遣

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
役
場
保
健
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ボ
ー
ル
運
動
教
室
「
で
か
け
よ
ぉ
や
」

に
も
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う

　
空
気
を
少
し
抜
い
て
柔
ら
か
く
握
り

や
す
く
し
た
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
、
ス
ト

レ
ッ
チ
や
体
操
を
行
い
ま
す
。
各
地
域

で
月
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
北
広
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
６
８
０

派遣可能な講師
・理学療法士
・作業療法士
・健康運動指導士
・歯科衛生士
・栄養士
・保健師　など
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「ひろしまヘルスケアポイント」で
お得に健康づくりをはじめよう

　「ひろしまヘルスケアポイント」とは、広島県が行っている健康ポイント事業です。健康づく
りの取り組みを行うと、ポイントが貯まり、特典がもらえます。

●特定健康診査・がん検診・歯周疾患健診の受診
●運動の促進（歩数や運動施設の利用など）
●体重記録
●健康イベントなどの参加　　　　　など

ポイントが貯まる取り組み ポイントを貯めてもらえる特典
●協賛店での割引
●景品の抽選
※�ポイント数によりステージ別の特典
を取得することができます。

取り組み方法

参加資格 18 歳以上の県民の方
※ポイントを貯めるには、「HM カード」が必要です。
パソコンやスマートフォンを使って、「HM カード」の ID で「ひろしま健
康手帳」にログインし、実践した健康づくりの取り組みを入力すると、ポ
イントが貯まります。

ひろしまヘルスケアポイントに関すること
問広島県 地域包括ケア・高齢者支援課 健康長寿グループ
　☎０８２－５１３－３２１４
HMカードの取得に関すること
問広島県医師会 HM カード係　☎０８２－５６８－２１１７

検索ひろしまヘルスケアポイント

芸北ホリスティックセンターからのお知らせ
　芸北ホリスティックセンターは、医療、保健、福祉の 3 つの部門を有する複合施設です。

■雄鹿原診療所
　内科を標榜し、芸北地域を
診療圏域として、へき地診療、
特に訪問看護と連携し、住み
慣れた我が家で最期までその
人らしく生活できるように、
本人と家族の意思を尊重し在
宅支援に取り組んでいます。
■歯科診療所
　歯科診療に加え、在宅や施
設の要介護者などに対する訪
問歯科診療及び訪問口腔ケア
を行っています。

医療部門
■保健センター
　健康づくりの推進として、
健康増進計画「まめマメきた
ひろしま」に基づき事業展開
を図っています。
■歯科保健センター
　歯科診療所に併設し、各世
代の住民に応じた歯科疾病予
防及び口腔衛生に対する意識
向上に向けた歯科保健事業を
展開しています。

保健部門
　この施設を町社会福祉協議
会に指定管理者として委託し、
訪問介護事業所、生活支援ハ
ウスを運営しています。

福祉部門

診療所 担当医師 診療日 診療時間

雄鹿原診療所 東條 環樹 月～金曜日 午前 8 時 40 分～午後 12 時
午後は予約外来・往診亀山 和也

八幡診療所 亀山 和也 月・水・金曜日 午後 3 時～ 5 時
木曜日 午前 9 時～ 11 時 30 分

芸北歯科診療所 木村 菜穂子 月～金曜日 午前 8 時 40 分～午後 5 時 15 分

平成 29年度　各診療所の診療体制について

問芸北ホリスティックセンター　IP ☎０５０－５８１２－２２３０

ＨＭカード
申請ページ⇒
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　障がいを知り、共に生きる　

問福祉課 地域福祉係  IP☎０５０－５８１２－１８５１

　障がいに関する相談窓口について～障がいに関する様々な相談に応じます～
　町から相談業務を委託し、町内の各地域に相談員を設置しています。障害者手帳の申請や障
害福祉サービスのことなど、障がいに関して日常生活でお困りのことや不安なことなど、お気
軽にご相談ください。

担当地域 相談員 連絡先
芸北地域 村

むらたけ
竹　宏

ひろし
示 IP ☎０５０－５８１２－１６３２

大朝地域 中
なかむら
村　俊

としお
雄 IP ☎０５０－５８１２－２５５５

千代田地域 楢
ならき
木　義

よしろう
郎 IP ☎０５０－５８１２－６３１１

豊平地域 小
おがわ
川　亮

りょうそう
三 ☎０８２６－８４－０４２２

北広島町身体障害者相談員

北広島町知的障害者相談員
担当地域 相談員 連絡先
全町 保

ほもと
本　泉

いずみ
IP ☎０５０－５８１２－３０８９

問町民課 環境管理係  　　　IP ☎０５０－５８１２－１８５４
　芸北広域きれいセンター　IP ☎０５０－５８１２－６５９５

資源ごみリサイクル町民総ぐるみ運動のメリット
　・家庭ごみが減る
　・資源が効率よく再利用される
　・地域のコミュニティを深める　　
　・売上金・交付金を団体で有効に活用できる

　資源ごみリサイクル町民総ぐるみ運動は、家庭から出る資源ごみ（新聞・チラシなどの古紙類、
アルミ・スチール缶、ペットボトル、衣類）を、地域で集団回収し、再生資源業者に引き渡すこ
とでごみの減量化を図る活動です。

そして、資源ごみ集団回収登録団体には、回収量に応じて町より助成金（7 円／㎏）が交付さ
れます。登録方法など詳細については、町民課環境管理係へお問い合わせください。

　ごみ分別アプリ「さんあ～る」をご利用ください
　芸北広域環境施設組合では、ごみ分別アプリ「さんあ～る」を
配信しています。スマートフォンやタブレット端末でごみの収集
日や分別情報を入手できますので、ぜひご利用ください。

Android、iPhone 各ストアから、「さんあ～る」で検索し、ダウンロードしてください。利用方法

資源ごみリサイクル町民総ぐるみ運動　～ごみの減量化にご協力ください～
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防
災
最
前
線

北広島町消防本部
IP050-5812-1119

■
３
月
17
日
～
５
月
７
日　
火
災
多
発
期
特
別
警
戒
実
施
中

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
か
？

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

◆
防
災
講
習・訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

　
現
在
、
北
広
島
町
内
に
は
自
主
防
災
組
織
が
61
団
体

（
平
成
29
年
３
月
末
現
在
）
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
各

組
織
が
主
体
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
防

災
訓
練
や
講
習
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
各
地
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、

北
広
島
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
こ
と
を
心
が
け
、
積
極
的
に
災
害
に
対
す
る

備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
訓
練
内
容
に
つ
い
て
、
相
談
な
ど
が
あ
れ
ば

役
場
危
機
管
理
監
ま
た
は
最
寄
り
の
消
防
署
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

本
地
地
区
自
主
防
災
会
が
訓
練
を
さ
れ
ま
し
た

●
結
成
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

平
成
18
年
の
本
地
、
南

方
の
大
雨
の
経
験
や
広
島

県
防
災
マ
ッ
プ
の
提
示
に

よ
り
、
災
害
を
他
人
ご
と

に
し
な
い
た
め
に
結
成
し

ま
し
た
。

◆
あ
な
た
の
お
う
ち
は
大
丈
夫
？

　
　
～
消
火
器
の
点
検
・
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
～

　
住
宅
用
消
火
器
に
は
使
用
期
間
も
し
く
は
使
用
期
限
が
本
体

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
使
用
期
限
内
で
あ
っ
て
も
本
体
の
腐
食
や
破
損
に
よ

り
、
い
ざ
と
い
う
時
に
使
用
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
「
消
火
器
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
！
」
と
油
断
す
る
の
で
は
な

く
、
定
期
的
に
消
火
器
本
体
の
点
検
と
使
用
方
法
の
確
認
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
消
防
訓
練
を
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
皆
さ
ん
は
、
消
火
器
の
使

用
方
法
は
わ
か
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
の
炎
を

目
の
前
に
す
る
と
訓
練
ど
お
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
、
何
度
も
訓
練
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

私
も
日
々
い
ろ
い
ろ

な
災
害
対
応
の
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、ま
っ

た
く
同
じ
災
害
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
皆

さ
ん
を
守
れ
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

●
訓
練
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
？

　
煙
体
験
で
す
。
訓
練
と
わ
か
っ
て
い
て
も

怖
い
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
が
実
際
の
火
災

と
な
る
と
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

▶
主
催
さ
れ
た
、
本
地
地
区
自

主
防
災
会
の
大
下�

正
則
さ
ん

（
左
）
と
森
藤�

一
樹
さ
ん
（
右
）

本地地区自主防災会の訓練の様子

④心肺蘇生法（応急救護）③防災倉庫内の備品説明

②搬送方法訓練（応急担架）①初期消火訓練

北広島町消防本部 消防課予防係
　消防士長　田

たがみ
上　敬

のりあき
明

　　　　　　　（勤続５年目）
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北
広
島
町
で
は
、
10
万
円
以
上
の
工

事
※
を
対
象
に
工
事
費
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
内
容
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
く
わ
し
く

は
役
場
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
建
設
管

理
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、補
助
金
限
度
額
は
20
万
円
で
す
。

補助対象事業 事業の内容 補助率 採択基準

道路・橋梁
新設・改良・修繕
舗装・災害復旧

５割
工事費が 10万円以上
幅員が 1.2 ｍ以上
受益戸数が２戸以上

水路・頭首工
ため池

新設・改良・修繕 4割 工事費が 10万円以上
受益戸数が２戸以上災害復旧 ５割

農地 災害復旧 ５割 工事費が 10万円以上

土地改良 改良・修繕 4割
一戸当たりの工事費が10万円以上
換地処分登記完了後３年を経過し
た日以降の農地であること

治山 災害復旧 ５割 工事費が 10万円以上

原材料 原材料
の支給

受益戸数が２戸以上
施設の機能を損なうことのない工
事であること　10万円限度

その他 機械
借上げ料

受益戸数が２戸以上
機械借り上げに係る経費（運搬費
含む）　10万円限度

　※ 工事費は標準経費（町で算定した金額）または、事業に要する経費（業者
などからの請求額）のいずれか低い額が基準となります。

　※採択後に工事を行う事業が補助の対象です。
　※予算の範囲以内とします。

　
ま
た
、
原
材
料
の
支
給
、
リ
ー
ス
会

社
か
ら
の
機
械
借
上
げ
料
を
対
象
と
し

た
原
材
料
支
給
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
受
付
期
間　
４
月
１
日
（
土
）

～
９
月
30
日
（
土
）

問
建
設
課
農
林
土
木
係
IP
☎
１
８
６
０

近
年
、
道
路
上
や
道
路
敷
地
へ
の
占

用
物
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
占
用
物
は
、
一
般

の
車
両
や
歩
行
者
へ
の
危
険
が
及
ぶ
ほ

か
、
緊
急
車
両
な
ど
の
通
行
や
災
害
時

な
ど
の
避
難
経
路
を
妨
げ
た
り
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ

ル
を
回
避
す
る
た
め
に
「
道
路
占
用
申

請
」
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
短
期
間
（
３
ヶ
月
未
満
程

度
）
で
か
つ
地
域
の
事
情
に
よ
り
町
道

を
占
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
は
、
事

前
に
役
場
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
建
設

管
理
係
ま
で
ご
連
絡
・
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
建
設
課 

土
木
係
IP
☎
１
８
６
０

　
芸
北
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
２
１
１
２

　
大
朝
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
８
０
０
１

　
豊
平
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
１
１
２
４

　
こ
れ
か
ら
農
繁
期
を
迎
え
ま
す
。
ト

ラ
ク
タ
ー
や
田
植
え
機
な
ど
農
作
業
用

機
械
を
使
用
し
た
後
に
道
路
を
通
行
す

る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
掃
除
を
行

い
、
道
路
内
に
土
の
塊
な
ど
を
落
と
さ

な
い
よ
う
に
し
た
う
え
で
走
行
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
道
路
が
汚
れ
た
場
合

に
は
掃
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
使
う
道
は
皆
さ
ん
で
き
れ

い
に
す
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
建
設
課
農
林
土
木
係
IP
☎
１
８
６
０

町
道
の
占
用
に
つ
い
て

建設課からのお知らせとお願い

北
広
島
町
地
域
施
工
支
援
事
業

き
れ
い
な
道
を

毎月第一土曜日は「ひろしま環境の日」

　
�５月６日（土）　
　�外出時は自転車や公共交通機関を
　利用しよう！

問町民課 環境管理係 
　IP☎０５０－５８１２－１８５４
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　昨シーズンで現役を引退した、サンフレッチェ広島の
森﨑 浩司アンバサダーとコーチ３人が、３月10日（金）、
八重小学校を訪れました。子どもたちの夢を育み、健全
育成を目的として、サンフレッチェ広島が取り組んでい
るホームタウンふれあい活動事業の一環で、５・６年生
と準備運動をしたり、ミニゲームを実施。森﨑アンバサ
ダーがデモプレーを披露すると、児童からは大きな歓声
が上がっていました。ふれあいの後、６年生は一緒に給
食を食べて交流を深めるなど、サッカーの魅力に触れる
ひとときとなりました。

左から河野代表、白川学芸員、湯﨑知事

野外教育の優れた指導者として
白
し ら か わ

川学芸員と河
こ う の

野 宏
ひ ろ き

樹さんが表彰
　野外教育において優れた取り組みを進めてい
る指導者を表彰する、「ジャパンアウトドアリー
ダーズアワード2017」の大賞に、芸北 高原の
自然館 白

しらかわ
川 勝

かつのぶ
信主任学芸員、特別賞に環境教

育事務所L
リ ー フ
eaf（壬生）の河野 宏樹代表が選ばれ

ました。アワードは民間団体が今年初めて開催
したもので、全国で81人の応募があり、大賞
１人、特別賞４人が選考され、北広島町内から
２人が受賞。３月１日（水）には、湯﨑 英彦広
島県知事を表敬訪問し、受賞を報告しました。

プロセブン創業者・会長の小
こ だ ま

玉　誠
せいぞう

三氏から
新庄小学校へ「はやし田」の太鼓など寄贈
　耐震マットなどの製造・販売を手がけている
プロセブン㈱（本社：大阪市）の創業者で会長
の小玉 誠三氏から、「新庄のはやし田」で使用
する大太鼓や小太鼓、手打ち鉦、のぼり旗など
46点が、新庄小学校へ寄贈されました。小玉
氏は５年生まで同小学校に在籍され、母校のた
めに何かしたいとの思いから、今回、寄贈いた
だくこととなりました。３月３日（金）に行わ
れた道具の披露式で、小玉氏は「これからも伝
統を引き継いでほしい」とあいさつされました。

小玉会長から児童へ目録贈呈（写真奥が寄贈いただいた道具）

サンフレッチェ広島
森
もりさ き

﨑　浩
こ う じ

司アンバサダーらが八重小学校へ
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広島広域都市圏
広島東洋カープ共同応援の参加者募集

主　　催　広島広域都市圏協議会
日　　時　６月４日（日）
　　　　　午後１時 30 分試合開始
対戦相手　千葉ロッテマリーンズ
会　　場　マツダスタジアム　※現地集合
募集人数　300 人
　　　　　（申し込み多数の場合、抽選）
参�加�費　３歳以上 1,700 円
応援方法   外野指定席でまとまって応援します
特　　典　 スカイジェットバルーンをプレゼント

申し込み方法
　小学生以下の場合は、大人の同伴が必要です。
　往復はがき（１枚に５人まで）に、参加者
全員の住所、氏名、年齢、電話番号を記入し、
５月８日（月）（※消印有効）までに、次のあ
て先に送ってください。
　〒７３０－８５８６
　広域都市圏推進課内広島広域都市圏協議会
　※住所の記入は不要です。
問広島市広域都市圏推進課
　☎０８２－５０４－２０１７

　中国地方で唯一のプロ野球チーム「広島東洋カープ」を支援するため、広島広域都市圏内の住
民から参加者を募り、共同応援を行います。

6月4日（日）
千葉ロッテ戦

サンフレッチェ広島の試合に
　　　　　　北広島町民を無料招待

　サンフレッチェ広島対ジュビロ磐田戦に町内在住の方 500 人を招待します。
日　　時　５月 27日（土）　午後２時キックオフ
会　　場　エディオンスタジアム広島　バックスタンド自由シート
対　　象　町内在住のペア 250 組・500 人（応募者多数の場合、抽選）
応募締切　５月 17日（水）
応募方法

※ ＱＲコードが読み込めない場合は、応募専用アドレス sfc.area170527@m.msgs.jp へ空メ
ールを送信してください。

※ 迷惑メール対策でセキュリティ設定をされている方は、@sanfrecce.co.jp からのメールを受
信できるよう設定を変更しておいてください。

※ 1 回の申し込みで 2 人の招待です。
※ 1 つのメールアドレスで複数回応募した場合は、最新の応募情報のみ有効となります。
※会場までは各自で行っていただくことになります。
問教育委員会 生涯学習課　IP ☎０５０－５８１２－１８６４

５月27日（土）
ジュビロ磐田戦

STEP １
QR コ ー ド
を読み込み、
応 募 専 用 ア
ド レ ス に 空
メールを送信

STEP ２
@sanfrecce.co.jp か ら
返信メールが届きます。
本文中の URL に接続し、
応募申し込みフォームか
ら応募してください。

STEP ３
５月 19 日（金）までに
当選者のアドレスあてに
電子招待券（QR コード）
の受け取り方法などの案
内メールが届きます。
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お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問

　
新
任
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の
紹
介

　
こ
の
度
、
次
の
方
が
新
し
く
民
生
委

員
児
童
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
民

生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域
の
身
近
な

相
談
相
手
と
し
て
、
生
活
上
の
心
配
ご

と
な
ど
、
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
に
つ
い
て
は
秘
密
を
守
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
芸
北
（
八
幡
）
地
域
担
当

　
岡お
か
も
と本　
光み
つ
ま
さ正

●
千
代
田
（
川
迫
３・４
区
）
地
域
担
当

　
福ふ
く
は
ら原　
秀ひ
で
こ子　

●
千
代
田
地
域
全
域（
主
任
児
童
委
員
）

　
牧ま
き　
雅ま
さ
こ子

問
福
祉
課
地
域
福
祉
係
IP
☎
１
８
５
１

　

�

西
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

相
談
に
つ
い
て

　
西
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
児
童

福
祉
司
や
児
童
心
理
司
が
、
18
歳
未
満

の
お
子
様
に
関
す
る
心
配
ご
と
や
悩
み

な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
予
約
が
必

要
で
す
。福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問

　
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
IP
☎
１
８
５
１

　
母
子
・
父
子
家
庭
激
励
金

　
母
子・父
子
家
庭
を
激
励
す
る
た
め
、

年
１
回
、
激
励
金
（
１
万
円
）
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　
支
給
要
件
は
、
４
月
１
日
現
在
に
お

い
て
１
年
以
上
北
広
島
町
に
住
所
を
有

し
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て

い
る
母
子･

父
子
家
庭
の
方
で
す
。

　
な
お
、
申
請
書
は
役
場
福
祉
課
及
び

各
支
所
地
域
振
興
係
に
あ
り
ま
す
の

で
、
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
IP
☎
１
８
５
１

　
上
下
水
道
の
届
け
出
に
つ
い
て

　
上
下
水
道
の
使
用
を
開
始
・
中
止
さ

れ
る
場
合
に
は
、届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
使
用
料
を
使
用
人
員

（
認
定
水
量
）
に
よ
り
納
付
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
世
帯
で
は
、
居
住
人
数
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
人
員
変
更
届
け

が
必
要
で
す
。

　
引
越
し
や
長
期
不
在
な
ど
で
届
け
出

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
必
ず
役

場
上
下
水
道
課
ま
た
は
各
支
所
建
設
管

理
係
ま
で
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
管
理
係
IP
☎
１
８
６
１

　
芸
北
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
２
１
１
２

　
大
朝
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
８
０
０
１

　
豊
平
支
所
建
設
管
理
係
IP
☎
１
１
２
４

　
ア
ル
コ
ー
ル
相
談
会

　
お
酒
の
飲
み
方
に
悩
ん
で
い
る
、
お

酒
を
飲
ま
な
い
と
な
か
な
か
寝
付
け
な

い
な
ど
、
お
酒
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら

れ
る
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
程　

５
月
８
日
（
月
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
か
ら

会
場　
豊
平
ふ
れ
あ
い
健
康
館

相
談
担
当
者

　
広
島
断
酒
ふ
た
ば
会 

会
長

　
　
中な
か
た田　
克か
つ
の
り宣 

氏　
及
び
保
健
師

※
相
談
は
予
約
制
。

※ 

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ご
家
族
だ
け

の
相
談
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問

　
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

　
無
料
法
律
相
談
室
の
お
知
ら
せ

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
の
法
律
相
談
室

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
裁
判
所
で
係
争
中

の
案
件
は
相
談
で
き
ま
せ
ん
。申
込
不
要
。

●
広
島
地
区

日
時　

４
月
25
日
（
火
）　　
　
　
　

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場　
広
島
弁
護
士
会
館

　
　
　
（
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
２
‐
73
）

問
広
島
高
等
裁
判
所 

総
務
課

　
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
２
５
１
６

●
三
次
地
区

日
時　
５
月
９
日
（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

会
場　
広
島
地
方
裁
判
所 

三
次
支
部

　
　
　
（
三
次
市
三
次
町
１
７
２
５
‐
１
）

問
広
島
地
方
裁
判
所 

三
次
支
部

　
☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
５
１
４
１
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��「県民相談窓口」のご案内
　広島県では、県民相談窓口で県民の皆さんからの相談を受け付けています。電話による相談
も受け付けていますので、お気軽にご相談ください。また、弁護士に相談することもできます。
要予約、相談料は無料です。

相談内容 日時 場所
・行政関係の相談
・交通事故に関する相談
・相続や離婚など家族に関する相談
・近隣トラブルなどのご相談　　　など

月～金曜日
午前 9 時～午後 5 時

（祝日・年末年始除く）

広島県生活センター
（県庁農林庁舎１階）

問広島県生活センター　☎０８２－２２３－８８１１

　環境影響評価法に基づき、「（仮称）大佐山風力発電事業　環境影響評価計画段階配慮書」を
縦覧に供するとともに、ご意見を募集します。
事業者名　㈱グリーンパワーインベストメント（本社：東京都）
事�業�名　（仮称）大佐山風力発電事業　（発電出力１基 3.4MW を最大風車 17 基）
事業区域　島根県浜田市と北広島町の県境付近
縦覧場所　北広島町役場本庁町民課環境管理係・芸北支所窓口（土・日・祝日を除く開庁時）
　　　　　右記ウェブページでもご覧いただけます。http://greenpower.co.jp/index.php/jp
縦覧期間　５月 12日（金）まで
募集方法　 ご意見・ご質問は、住所、氏名、電話番号、内容をご記入のうえ、縦覧場所に設置

している意見箱、または下記問い合わせ先に郵送で提出することができます。（電話
による受付はありません）

問 ㈱グリーンパワーインベストメント
　〒１０７－００５２　東京都港区赤坂１－ 11 － 44 赤坂インターシティ３階

（仮称）大佐山風力発電事業に係る計画段階配慮書の縦覧について

　Ｂ＆Ｇ財団　「子育て」テーマの川柳募集中
　地域の健康づくりやコミュニティの活性化を支援しているＢ＆Ｇ財団（東京都）では、おも
しろ、おかしい失敗体験を川柳にした作品を募集しています。応募作
品はＢ＆Ｇ財団公式サイト内で毎日１作品ずつ（土・日・祝日を除く）
紹介し、毎月抽選で５人にオリジナルＴシャツがプレゼントされます。
また、年間最優秀作品には、10 万円相当の景品が贈呈されます。
テ ー マ　子育て
募集期間　４月 30日（日）まで
応募方法　 テーマに沿ったオリジナル川柳（未発表作品に限る）、作品解説（100 字以内）、ペ

ンネーム、必要事項（住所、氏名、電話番号、メールアドレス、Ｔシャツサイズ＜Ｓ・
Ｍ・Ｌ・XL ＞）を記入のうえ、公式サイトの応募フォーム、またはハガキでご応募
ください。

応 募 先　〒１０５－８４８０
　　　　　東京都港区虎ノ門３－４－ 10　虎ノ門 35 森ビル９Ｆ　Ｂ＆Ｇ財団　広報課あて

検索Ｂ＆Ｇ財団
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人情報コーナー求

問 北広島町求人情報センター（企画課 地域振興係内） 
    IP ☎ ０５０－５８１２－１８５６
    Webサイト   http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

仕事の内容 事　業　所　名

看護師・准看護師
など

（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
大朝ふるさと病院
特別養護老人ホーム やすらぎ
北広島町豊平病院
北広島病院

栄養士 北広島町豊平病院

看護助手 （医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院

歯科衛生士 いのうえ歯科医院
三宅歯科医院

介護職・介護支援
専門員など

特別養護老人ホーム やすらぎ
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
特別養護老人ホーム 正寿園
老人保健施設あけぼの・あけぼの通所リハビリ

法人・団体の管理職員 北広島町豊平病院
店舗運営管理 （株）誠企画

小売店販売員など
（有）かわすみ
ａｕショップ　北広島店

（株）シバオ 広島サービスセンター

事務

広島県中古自動車販売商工組合
（有）つかさランドリー
（株）下岡タイヤ産業
（株）キャリアメイク

土木建築作業員・
設備作業員など

（株）竹下建設
（株）広栄建設産業
（株）森下電設工業
（株）坂本工業
（株）トエル
三次電工（株） 北広島出張所

（有）千代田電機サービスセンター
竹村石油（株）

（有）ビーエム
（有）ダイケン

調理人 広島北ホテル
益水興産（有）

接客業務など 広島北ホテル
食品製造など 丸二（株）

製造作業員
（工場作業など）

（株）大田鋳造所千代田事業所
津久田工業（株）
テクノレイク（株）
オオアサ電子（株）

（株）進栄工業
（株）セイユー
カトウ家具工芸（有）

（株）サステック
北九鋼材工業（株）広島営業所

（株）ジャパンエンジニアリング・ワークス千代田工場
（株）ショウワコーポレーション
（株）タカノエンジニアリング
（株）中野石材
エーエスレジン（株）

（株）下岡タイヤ産業
（有）五反田ゴム工業

施設・浄化槽管理作業員 千代田衛生興業（有）

運転手（トラック・
機械・バス・タク
シーなど）

美和運送（株）
福山通運（株）広島北支店

（有）大朝交通
千代田タクシー
北広島タクシー

（株）下岡タイヤ産業
自動車技術（トラック整備） （株）エムジー・カーズ千代田

農業 （有）千代田ファーム
（株）誠企画

林業 （有）大内林業
美容師 ku-ra　HAIR FIT
スポーツ 大朝まちづくり（有）
倉庫作業 出水運輸センター（株）広島営業所

仕事の内容 事　業　所　名 事　業　所　名
看護師・准看護師 （医）社団慶寿会 千代田中央病院　 特別養護老人ホーム やすらぎ
看護助手 （医）社団せがわ会 千代田病院 （医）社団慶寿会 千代田中央病院

介護職・介護支援
専門員など

特別養護老人ホーム やすらぎ 北広島町社会福祉協議会
グループホーム・デイサービス　きららの里 （医）社団せがわ会　通所・訪問介護事業所
社会福祉法人　三矢会 障害福祉サービス ホームきずな・ぴいぱぶ
芸北小規模多機能ホーム・芸北デイサービス

歯科衛生士 三宅歯科医院

小売店販売員
など

Life shop かわすみ ローソン千代田インター店
（有）種浦商店≪セブンイレブン広島千代田インター店≫ メイト（有）≪セブンイレブン大朝店 ≫
（株）フレスタ　サンクス店 （株）ザグザグ 《ドラッグストア ザグザグ千代田店》

メイト（有）≪セブンイレブン千代田本地店≫ パレット　千代田店
メイト（有）≪セブンイレブン千代田春木店≫ 高谷（株）（ファッションハウスルックルック千代田店）
auショップ北広島店 （株）Ａコープ西日本 Ａコープちよだ店

事務員など
ヤマト運輸（株）広島千代田センター テクノレイク（株）

（有）つかさランドリー （株）Ａコープ西日本 Ａコープちよだ店
千代田タクシー 広島県中古自動車販売商工組合

土木作業員など 第一コンテク（株） （有）ビーエム
調理人 特別養護老人ホーム やまゆり （株）誠企画

接客・調理補助
など

千代田OGMゴルフ倶楽部 （株）むさし
（有）新見仕出し店 （株）どんぐり村
きたひろ市場 広島北ホテル
（株）サルボ両備　寒曳売店 田原温泉5000年風呂
（株）勝原白貫堂 お好み焼き 三八 松浦
広島アルミ工業内  ウオクニ（株）広島支店 （株）亀の家（アザレア千代田）

（株）広鉄二葉サービス おおあさ鳴滝露天温泉
（株）キャリアメイク エームサービスジャパン（株）

食品製造など
（株）タカキベーカリー  千代田工場 （株）ホットスタッフ　広島
（株）フレスタ　サンクス店 （有）西漬　大朝工場
（株）誠企画

製造作業員
（工場作業）

（株）キャリアメイク 西川物産（株）千代田工場
津久田工業（株） （株）サルツ

（株）ショウワコーポレーション テクノレイク（株）
（株）セイユー （株）タカノエンジニアリング
（株）ホットスタッフ　広島 （株）やまびこ　広島事業所
（株）進栄工業 （株）ショウワコーポレーション

配達員 日本郵便（株）
倉庫作業など エコートレーディング（株）広島支店

清掃
（株）さんびる （株）亀の家（アザレア千代田）
（株）ひろし本店 おおあさ鳴滝露天温泉

美容師 （有）エルモ ku-ra　HAIR FIT
キャディ 千代田OGMゴルフ倶楽部
交通誘導警備員 （株）タック

農業
（株）誠企画 （有）千代田ファーム
（有）山本屋養鶏場

管理 大和ライフネクスト（株）
＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

平成29年４月12日現在 

正
社
員
の
募
集 パートの募集
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◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５－１）
　 ☎０８２６ － ７２ － ５５７１［消費生活相談室専用］
毎週月・木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時
問 広島県生活センター 
　☎０８２ － ２２３－ ６１１１
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）９時～17 時
問 北広島町人権・生活総合相談センター
 　                    IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０

「お金が戻ってくるのでATMに行くように」
は詐欺です

>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

［３月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 19,109 人 （107 減）

    転　入 91 人

    転　出 170 人

　 出　生 6 人

　 死　亡 34 人

    世帯数 8,494 世帯 （19 減）

>>> Editor's postscript 編集後記

Stop
費者トラブル消

●軽自動車税
●固定資産税［１期］

 ５月31日（水）

◆春の訪れとともに、町内各地でイベントが
開催されています。千代田地域では、４月８
日（土）に「新地さくらフェスタ」、９日（日）
には「今田城こぶしまつり」が行われました。
開花が間に合うかどうか、主催者の皆さんが
心配されていましたが、直前の暖かな気候も
後押しして咲いた桜とこぶしの花に、心癒さ
れるイベントとなりました。

　市役所から「４年分の医
療費の還付金が２万円ほ
どある」と電話があった。

「手続きは今日中だが、取
引銀行はどこか」と聞かれ
たので答えると、銀行か
ら電話をさせると言って
切れた。すぐに銀行から電話があり、家の近
くのATMで待ち合わせることとなった。しか
し、ATMに行くと、「急用で行けない。これか
ら電話で手続きを案内する」と言われ、指示通
りにATMを操作した。その後すぐ通帳を見る
と100万円近く引き出されていた。

（70歳代　女性）
≪ポイント≫　
●高齢者を狙った還付金詐欺のトラブルが後を

絶ちません。
●「お金が戻ってくるので携帯電話を持って

ATMへ行くように」と言われたら還付金詐
欺です。行政や金融機関の職員が還付金等の
受け取りのためにATMの操作を行うように
連絡することは絶対にありません。

●「手続きは今日中」などとせかされても、慌
てないことが大切です。周囲に相談するなど、
冷静に対処しましょう。一度お金を支払って
しまうと、取り戻すのは極めて困難になりま
す。

●不審な電話があったら、最寄りの警察や北広
島町人権・生活総合相談センター（消費生活
相談室）、または広島県生活センターにご相
談ください。

（参考：見守り新鮮情報　第271号）

今田城こぶしまつり

新地さくらフェスタ
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北広島町観光写真コンテスト入賞作品きたひろを撮る Photograph of  Kitahiroshima
No.14

【花田植特別賞】伝統の代かき　〔撮影場所：大朝地域〕

【
第
９
回（
平
成
26
年
）花
田
植
特
別
賞
】

撮
影
者　
和
泉　
鉄
美
さ
ん

（
広
島
市
安
佐
南
区
）

　

定
年
後
の
趣
味
と
し
て
始
め
た
の
が
写
真
で
す
。

わ
か
ら
な
い
ま
ま
撮
影
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
縁
あ
っ

て
写
真
ク
ラ
ブ
に
誘
い
を
受
け
、
入
会
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
で
指
導
し
て
お
ら
れ
た
先
生
に
色
々
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
数
多
く
の
写
真
を
撮

影
す
る
に
つ
れ
、
写
真
の
奥
深
さ
を
知
り
、
失
敗
も

多
数
繰
り
返
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
写
真
は
、
北
広
島
町
大
朝
の
国
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
「
新
庄
の
は
や
し
田
」
で
す
。
町
内
の
花

田
植
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
お
お
あ
さ
鳴
滝
露
天
温

泉
の
入
口
で
行
わ
れ
、
豊
作
を
祈
り
労
働
を
労
う
伝

統
行
事
を
撮
影
し
ま
し
た
。当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

豪
華
絢
爛
な
田
園
絵
巻
、
飾
り
牛
と
影
を
大
き
く
写

し
、
熟
練
さ
れ
た
追
い
手
の
上
手
い
動
作
、
そ
し
て

蓑
の
傘
を
付
け
た
情
景
を
見
逃
す
こ
と
な
く
撮
影
で

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
北
広
島
町
の
イ
ベ

ン
ト
等
を
中
心
に
四
季
折
々
に
足
を
運
び
、
私
な
り

に
楽
し
み
な
が
ら
、
撮
影
を
続
け
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　５月 14日（日）　新庄のはやし田（おおあさ鳴滝露天温泉前特設会場）
　５月 21日（日）　原東大花田植（志路原ライスセンター特設会場）
　６月 ４日（日）　壬生の花田植（壬生特設会場）

　今年も町内３ヶ所で花田植（はやし田）が
開催されます。ぜひお出かけください。

花田植（はやし田）の開催日程


